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必修体育クラブにおける現状と問題点
その2
松　　永　　淳　　一
AstudyonPhysica1Educational
Clubs　in　the　Required　Courses
Part2
Junichi　MATSUNAGA
1　研究目的
　高等学校における必修クラブ活動（以下クラブ活動とする）は昭和48年度より，高等学
校学習指導要領へ位置づけられ，5年の歳月が経過した。しかし，暗中模索の状態で実施
に移った今，現場においては多大な問題を抱え，クラブ活動の目標は達成されていないと
思われる。
　クラブ活動の取り扱いについて，高等学校学習指導要領は，
（1）教師は，平素から生徒との接触を密にし，好ましい人間関係を育てるように配慮す
　　るとともに，適切な指導のもとに，生徒が自発的，自治的な活動を展開しうるよう
　　に努める必要がある。
（2）内容の取り扱いについては，次のとおりとする。
　　ア　全生徒がいずれかのクラブに所属するものとすること。
　　イ　クラブの種別や数は，生徒の希望，男女の構成，学校の伝統，施設設備の実態，
　　　指導に当たる教師の有無などを考慮し，適切に定めること。
（3）内容の指導に当たっては，次の事項に配慮するものとする。
　　ア　各教科・科目の単なる補習，一部の生徒を対象とする選手養成などのた．めの活
　　　動とならないようにすること。
　　イ　クラブ活動においては，個々の生徒の趣味や特技を育てるように努めるととも
　　　に，相互に協力して友情を深める活動となるようにすること。
と訴っている。
　クラブ活動に関する研究では，永田1），佐々木2》，山本3），蜂須賀4）等のものがあるが，上
記事項についての研究は少ない。そこで，筆者5）は；前回，上記事項中主に，（2）につい
て，クラブ活動運営委員会（M・M）の問題として報告した。
　今回は，（1）と（3）のイをふまえて，クラブ担任（L・M〉の活動観と指導観，それら
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必修体育クラブにおける現状と問題点（松永）
に影響をおよぽす条件を明確にし，クラブ活動の目標達成をめざす，有意義かつ効果的な
クラブ活動展開の基礎資料を得ることを目的とした。
II研究方法
　1977年6月1日～6月30日，長崎県下公立高等学校87校，675体育クラブ担任を対象に，
質問紙法にて調査を行い，522クラブ（77．3％）の回収をみた。
　さらに，この質問紙を表1の基準により分類し，表2の結果を得た。
　尚，統計処理はx2一検定法，およびライアン法により行った。不明な回答は統計上誤差
が生じるので，各表から割愛した。
　また，全日制普通課程は全普，全日制実業課程は全実，定時制普通課程は定普，定時制
実業課程は定実で表わし，規模もそれぞれ大，中，小で表わした。
m　結 果
　本研究の目的である，クラブ担任（L・M）の活動および指導観を中心に集計を行い，
下記の結果を得た。
A．体育クラブ活動における指導上のねらいについて，表3の結果を得た。
　全体では（ア）が77．5％で最も多かった。次に（イ），（エ），（オ）の順であったが，全て9％
以下と少なかった。
　校種別では，全普で（ア），全実で（イ），定時制で（エ）の発現率が高い傾向があった（P＜
0．01）。
　（オ）のコメントでは「意義がない廃止すべきだ」，「専門外で指導できず」等があった。
規模別による差異はみられなかった。
B．クラブ活動における担任の活動観について，表4の結果を得た。
　全体では，（ア），（イ），（エ）の差異は少なく25～32％であった。（ウ）はL9％とより少な
かった。
　これより，クラブ活動を積極的に行っている担任は少なく，負担に感じている担任の多
いことがわかった。
　校種別では，全普，全実において，消極的傾向が強く，定時制においては，やや積極的傾
向がみられた（P＜0．02）。
　規模別では，全普において，大が小より消極的傾向が強く（P＜0．05），全実においては
大，小が消極的傾向があった。
　消極的な（エ）のコメントでは「現在の必修クラブでは目標達成困難」25．3％，「施設不足」
22．5％，「生徒の参加態度が消極的だ」12．3％，「クラブ活動としては時間不足」10．1％が
あった。全実の特色として「部活動が盛んでクラブ活動の必要なし」が12．8％もあっ
た。
　積極的な（ア）のコメントでは「担任の運動好き」39．1％，「生徒の参加態度が積極的だ」
26．7％，「担任自身の健康維持」8．3％等であった。
　両コメントより，生徒の参加態度が大きく担任の活動へ影響を及ぼしていることがわ
かった。
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　さらに，規模が小さくなるにっれ，担任の活動も活発化していた。施設，用具が充足し
生徒数が少なく，担任自身の活動が可能なためと考えられる。
C．施設，用具の設置状況にっいて，表5，表6の結果を得た。
　施設について
　全体では，「不足している」が47．1％で最も多く，「まあまあ足りる」34．5％であり，「充
分である」は18．4％にすぎなかった。
　校種別では，どの校種とも「不足している」が多く，特に全実では53．8％と多かった。
　定時制では「充分である」の発現率が高い傾向があった（P＜0．05）。規模別による差
異はみられなかった。
　用具について
　全体では「まあまあ足りる」，「不足している」が同数の41．4％で，「充分である」が17．2％
と少なかった。校種別，規模別ともに差異に有意差はみられなかったが，施設と比較し，全
校種ともに「不足している」は減少しているが，全普大，定時制では「充分である」も減
少し，「まあまあ足りる」が増加した。
　施設，用具両面からみるとrどちらも不足している」が30．6％，rどちらもまあまあ足り
る」21．7％，「どちらも充分」9％であり，両方の充足度は低かった。
D．クラブの生徒数について，表7の結果を得た。
　全体では，「ちょうど良い」が39．0％で最も多く，「やや多い」25．9％，「多過ぎる」20．6％
の順であった。
　校種別では，全普で「多い」が多く，全実では「ちょうど良い」，定時制では「少ない」
の発現率が高い傾向があった（P＜0．001）。特に全普大では「多過ぎる」が25．7％もあっ
た。規模による差異はみられなかった。
E．クラブ員の志望別組成にっいて，表8の結果を得た。
　全体では，「第1志望のみ」が54．0％で最も多く，「第II志望まで」25．8％「第皿志望ま
で」16．9％「志望外まで」3．3％であった。
　校種別では，全実，定時制で「第1志望まで」が多く，全普では「第II，第III志望まで」
が多い傾向があった（P＜0．01）。規模別では，全普の小，中に「第II，第III志望まで」が
多い傾向があった（P＜0．01）。
F．クラブヘの生徒の参加態度にっいて，表9の結果を得た。
　全体では，（イ）が40．3％で最も多く，（ア）35．8％，（ウ）22．0％の順であった。
　表4と比較し，生徒の方が活発な参加態度を示しているようだが，一方，（ウ），（エ）も
23．9％あり問題を残した。特に全実，定時制に（エ）の発現率が高かった。
　校種別，規模別ともに差異はみられなかった。
G．担任の特技（趣味〉と担当クラブの関係について，
　「一致している」は31．7％，「一致していない」68．3％であった。
　また，保健体育教師と保健体育外教師の間では前者が44．9％，後者が28．0％の一致率で
あり，保健体育教師といえども特技と担当クラブが一致した担任は半数以下であった。
　校種別，規模別ともに差異はみられなかった。
H．クラブ活動時間以外の活動について，表10の結果を得た。
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　全体では，（オ）が87．2％で最も多く，（イ）6．4％，（ア）3，7％の順でほとんど他には活動
していないことがわかった。
　校種別では，全普は95．7％が（オ）で，これに比べ，全実，定時制ではやや（イ），（ア）の
発現率が高い傾向があった（P＜0．001）。
　規模別による差異はみられなかった。
1．知育偏重教育へのうるおいについて，表11の結果を得た。
　全体では，「どちらともいえない」が54．8％で最も多く，「いいえ」31．3％，「はい」13．9％
であった。
　校種別では，全普，全実では「いいえ」が「はい」より有意な差で多かった（P＜
0．05）。定時制については「はい」の発現率が高い傾向があった（P＜0．01）。
　「いいえ」のコメントは全体では「現行のクラブでは意義なし」23．1％，「クラブにして
は時間不足で意義なし」12．3％が多く，全普では「施設不足」，「義務的だ」，「希望したク
ラブヘ入れない」等が他校種より多い傾向があった（P＜0．01）。
J．部活動への触発がなされているかについて，表12の結果を得た。
　全体では，「いいえ」が6L4％で最も多く，「どちらともいえない」28．1％，「はい」10．5％
であった。
　校種別では，全普，全実ともに「いいえ」が「はい」よりも多い傾向があり，定時制で
は差異はなかった（P＜0．001）。
　特に全普では「はい」が4．8％と少なく，触発効果はほとんどみられていなかった。規模
別による差異はみられなかった。
K．部活動の落ちこぼれ生徒を満足させているかにっいて，表13の結果を得た。
　全体では，「いいえ」が55．7％で最も多く，「どちらともいえない」36．3％，「はい」8％
の順であった。
　校種別では，皿一」と同じ傾向を示した（P＜0．01）。規模別では差異はみられなかっ
た。
L．生徒の個性を引き出し，その伸長が図られているかについて，表14の結果を得た。
　全体では，「いいえ」が53．2％で最も多く，「どちらともいえない」40．2％，「はい」6．6％
の順であった。
　校種別では，全校種とも「いいえ」が「はい」より多い傾向があった（P＜0．05）。特に
全普，全実では「いいえ」がそれぞれ，60．0％，50．0％を越える発現率だった。
　定時制では，やや低い発現率の傾向があった（P＜0。01）。規模別では差異はみられなかっ
た。
　以上，クラブ活動のねらいも意義もほとんど認められない結果であった。
lV考 察
　高等学校におけるクラブ活動は，今なお多大な難題を抱えつつ実施されているものと思
われる。
　体育クラブのねらいは，身体活動を基本にして，クラブ活動の意義を理解し，体得させ
ることと考えられる。
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　しかるに，この身体活動（体育現象）を作り出す条件として，宇土6）は次のように述べて
いる。「体育現象を行うに当り，運動クラブ，運動施設，運動プログラムの体育事業が必要
である。」これを体育クラブ活動へ置き変えると，運動クラブ（C・S），即ち「共通の目
的をもって継続的に運動行動をともにする仲間」がクラブ編成に当り，クラブ員の志望組
成等も含まれるであろう。運動施設（A・S），即ち「運動行動の場」を学校が所有し，も
しくは借用した，各クラブの使用可能な施設用具がこれに当るであろう。運動プログラム
（P・S）即ち「運動の内容が結合された運動の機会をととのえる営み」がクラブヘの配
当時間，およびそのクラブの年間指導計画等がこれに当るであろう。
　筆者7）は前回の報告で運営者（M・M）の問題を中心にP・S面より考察し報告した。
　そこで今回は主にC・S，A・Sの面より，体育クラブ担任の活動および指導観につい
て考察を行った。
　皿一Aより，L・Mの指導のねらいについて「生徒と共に楽しんで活動できれば良い」
が4分の3と圧倒的に多く，今村8）の指導教師のあり方と一致した。但し，III－Bより，実
際にクラブを指導するに当っては「楽しくやれる」が全体で3分の1に減少し，大規模校
ではより減少した。
　逆に，「できればやめてもらいたい」，「おっくうだ」が5分の2程度で大規模校では特に
多く，消極的傾向が強かった。いかにクラブ活動のねらいと実際の活動とに相違があるか
を表わしている。
　A・S面よりみると，III－Cより，「施設，用具の不足」クラブが半数近くある。特に大
規模校においては，これらの不足の上にIII－Dと前回の報告9）から，一体育クラブ当り生徒
数が多かった。これらの条件のもとでは，クラブ活動の特性である「同じ趣味，特技を持
っ生徒が自主的・自律的活動を継続する」を実行することは不可能であり，自主性を失い，
遊び的，無目的的時間にすぎなくなるであろう。小規模校，特に定時制においては，クラ
ブ員数が少なく，施設，用具についても充実度が少々高く，このような問題は少なかった。
　C・S面よりみると，III－Eより，半数以上のクラブは，第1志望のみのクラブで，活動
意欲は充分と推測できる。しかし，全普のように第m志望，志望外の生徒が含まれたクラ
ブでは，活動意欲も弱く，他生徒の活動を鈍らす者も生じるのではなかろうか。
　III－Eより，「積極的に参加するクラブ」が過半数と予測したが，III－Fより，生徒の参
加態度をみると，実際には「淡々としている」が最も多い。さらに「仕方なく」とか「ク
ラブ活動への参加をきらっている生徒がいる」が5分の1以上を示す。
　運動ぎらいの生徒は，最初から体育クラブを志望しないと思われ，クラブ編成上の問題
か，A・Sで考察した理由によるものと考えられる。
　III－Gより，担任の特技（趣味）と担当クラブの関係では，特技，専門と一致しない担
任が多く，保健体育教師でさえ半数以上が一致していない。今村10）は，クラブ活動の目標に
対する教師の態度について，「（1）生徒とともに，研究し，楽しみつつ活動する雰囲気づく
り，（2）各教科，科目の補習ならびに，一部生徒の選手養成活動にならないように，（3）技術
指導や専門指導もできることが望ましいが，むしろ人間的な面や生活的な面の指導が大切，
（4）たとえ補助指導者を校外から招いても，主体性は学校教師がもっべきだ。」と述べてい
る。
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　しかし，皿一B（エ）のコメントで「指導できず負担増」が16．7％ある。
　未知なクラブの指導では，指導に自信がなく，上述の指導はおろか消極的クラブ指導と
なるであろう。
　このような担任に対しては，クラブに対する考え方を変えない限り無意味な時間となる
であろう。担任の適正配置が望まれる。
　P・S面については，III－Hより，ほとんどのクラブがクラブ活動以外の活動は行って
なく，全実，定時制では，クラブ活動＝部活動のクラブがあり，対外競技を行う学校が僅
かながらあった。
　クラブ活動は活動の過程において，クラブの価値を体得し，有意義なものになると考え
られるが，現在のクラブは目的が抽象的で，さらに各自の成果を確認できない点も積極的
なクラブ活動ができない原因と考えられる。
　クラブ活動を必修化するに当り，多くの研究者がその意義を検討しているが，要約する
と次の4項にしぼられる。
1．価値の高い部活動の経験を，全ての生徒に体得させる。
2．知育偏重教育にうるおいを与える。
3．部活動への触発，部活動落ちこぼれ生徒の救済。
4．生徒の平等な活動により，個人の能力を引き出し，個性の伸長を図る。
　これらの意義が現行の体育クラブ活動で認められているかを調査しIII－1，J，K，L
の結果を得た。
　どの校種においても「どちらともいえない」と中途半端な回答が多いが，意義を認める
担任は少なかった。定時制においては，労働と勉学を両立させようとする意志か，もし
くは解放感からか，他校種に比べ有意義と認めた率が高かった。逆に，進学試験，就職試
験を控える全普，全実，特に大規模校においては，ほとんど意義を認められないままに活
動していた。
　以上，L・Mにおける体育クラブ活動の活動および指導観について考察を進めて来たが，
現場における必修クラブは，学習指導要領の目標とは懸け離れた方向へ展開されているこ
とがわかった。特に施設，用具の不備が目立つ。施設の拡大にっいては財政面，行政面よ
り困難性を窮めると思われるが，運営委員（M・M）運営手段により解決策を見い出す必
要があろう。例えば全学年縦割り実施等が考えられる。
　また，用具については財政面の解決をみると早急に補充可能と考えられる。
　クラブ編成については，生徒および担任の参加意欲を向上させるために，生徒の望む体
育クラブを把握し，担任の特技（趣味）を充分考慮した上で，クラブの精選，クラブヘの
配属を行う必要があろう。在来部＝クラブではあまりにも単純な考えだろう。
　さらに，クラブ活動の目標を具体的に明示し，活動成果を認知させるために，学校行事
中へ，クラブの発表会，競技会等を企画し，近隣学校との親睦試合等を企画するのも一方
法であろう。
　暗中模索の状態で実施し，そのまま5年を経過したの感が強く，クラブ活動の本来の目
標が達成されていない。以上の結果から，担任，運営委員で問題を持ち寄り再び最初の態
勢固めから検討する必要が感じられた。
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V　ま　と　め
　本研究では，現場で生徒と直面する体育クラブ担任の活動および指導観と，それに影響
を与える条件因子を明らかにしようとした。
　体育クラブ担任の活動観については，楽しく行っている者は少なく，ほとんどが何らか
の不満因子を持ちつつ活動していた。
　その原因については
1．クラブ当り生徒数が多く，施設，用具の不備による活動内容の粗悪化。
2．志望に添わないクラブ員による活動意識の消極化。
3．クラブ活動目標の不明確さによる，無目的的，遊戯的活動。
4．専門，特技（趣味）外の担当による担任の負担増と指導意識の低下。
等であった。
　クラブ活動必修化の意義についても，現場ではほとんど満たされていない。
　特に全普，全実の大規模校のようにクラブ活動の意義を大いに追求してもらいたい学校
ではほとんど低調に終っている。
　しかし，全実のように部活動が盛んな学校では，クラブ活動の必要を認めない担任も多
い等，在来の部活動の尺度でクラブ活動を測る担任も多く，不満が多発してる所以であ
ろう。クラブ活動の目標中，「楽しく活動する」以外のことは何ら満たされていない。
　定時制では，活動の意義を認めたクラブがあり，僅かの救いであった。
　今後，クラブ活動を活発化するに当っては，運営委員会（M・M）において，クラブ活
動の意義を，クラブ担任（L・M）へ啓蒙するとともに，クラブ活動の条件を整備し，指
導意識を高めることが必要である。現行のままでは継続する意味もない。
　今後の課題としては，クラブ活動の有意義化をめぐって，クラブ担任との接点であるク
ラブ員のクラブ観を調査し，M・M－L・M一生徒のライン条件を整備し，クラブ活動の
円滑化を図りたい。
　最後に，本研究に当り資料を提供下さった長崎県教育委員会，並びに調査に御協力下さっ
た長崎県下公立高等学校の体育クラブ担任の皆様，統計処理に御協力下さった長崎大学教
育工学センター熊谷氏に深謝いたします。
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